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大
正
十
年
（
一
九
一
二
）
に
発
刊
さ
れ
た
『
衛
生
警
察
全
書
』

ｌ
菊
池
林
作
、
伊
藤
尚
賢
共
著
、
大
日
本
衛
生
警
察
協
会
発
行

ｌ
を
読
む
と
、
梅
毒
の
水
銀
療
法
の
項
に
薫
薬
方
に
も
と
づ
く

吸
煙
療
法
（
薫
煙
療
法
と
も
い
う
）
が
の
っ
て
お
り
次
の
如
く
記
さ

れ
て
い
る
。

即
ち
〃
此
療
法
は
昔
か
ら
あ
っ
た
療
法
で
、
今
日
で
も
之
を
使

う
人
は
い
く
ら
で
も
い
る
。
こ
れ
は
軽
粉
を
小
捻
子
ヨ
ョ
リ
）
の

中
に
入
れ
て
火
を
つ
け
鼻
の
下
か
ら
嗅
ぐ
の
で
あ
る
。
此
の
方
法

は
劇
し
き
口
内
炎
等
の
中
毒
を
起
こ
す
故
に
、
無
論
用
う
べ
か
ら

ざ
る
方
法
で
あ
る
。
〃
と
簡
明
に
そ
の
評
価
に
ま
で
言
及
し
て
い

る
。
こ
の
記
述
の
発
見
に
よ
っ
て
、
徳
川
時
代
の
患
者
に
多
用
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
本
療
法
が
第
一
次
大
戦
後
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
、
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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徳
川
期
東
日
本
に
お
け
る
駆
梅
薫
薬
方
に

つ
い
て

中
西
淳
朗

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
発
刊
さ
れ
た
横
浜
市
金
沢
区
医
師
会

編
『
金
沢
の
開
業
医
史
」
の
中
で
松
本
龍
二
氏
は
、
金
沢
区
六
浦

の
田
中
病
院
で
大
正
前
半
期
ご
ろ
に
薫
煙
療
法
が
行
な
わ
れ
て
い

た
と
い
う
松
本
チ
ョ
さ
ん
の
詳
細
な
証
言
を
の
せ
、
さ
ら
に
同
区

瀬
戸
の
金
龍
禅
院
で
近
時
発
見
さ
れ
た
「
医
方
巻
石
秘
録
ｌ
上

毛
・
島
鴻
子
漸
選
」
の
中
に
、
吸
煙
に
用
う
る
紫
雲
條
が
収
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

演
者
は
「
医
方
巻
石
秘
録
」
の
全
コ
ピ
ー
に
眼
を
通
し
た
と
こ

ろ
、
丹
霞
條
と
い
う
別
の
薫
薬
処
方
を
発
見
で
き
た
。
こ
の
処
方

は
水
戸
藩
医
の
原
南
陽
や
本
間
棗
軒
が
常
用
し
て
い
た
も
の

で
、
鉛
、
水
銀
、
沈
香
、
朱
砂
、
人
参
を
含
ん
で
い
る
。

続
い
て
平
成
十
年
夏
に
入
手
し
た
古
写
本
「
長
崎
吉
雄
先
生
秘

伝
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
全
く
別
の
薫
薬
方
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
処
方
は
百
草
霜
と
光
明
朱
の
み
で
、
大
麻
偕
霜
と
朱
砂
と
か

ら
な
る
紫
雲
條
に
似
る
が
、
吸
い
方
が
紫
雲
條
の
如
く
葉
巻
状
に

く
る
ん
だ
薬
物
を
鼻
孔
に
さ
し
こ
み
火
を
つ
け
る
方
式
で
は
な

く
、
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ
方
式
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
の

古
写
本
は
文
政
七
年
の
写
本
で
、
天
保
八
年
に
出
羽
庄
内
鶴
ケ
岡

の
七
日
町
の
佐
藤
茂
七
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
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吸
煙
し
て
病
気
を
治
す
と
い
う
療
法
を
多
用
し
た
医
師
と
し
て

永
田
徳
本
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
梅
毒
の
薫
薬
に
黒
粉
（
水
銀
と

鉛
を
合
せ
た
も
の
）
と
軽
粉
を
主
体
に
し
香
薬
を
配
し
て
い
る
。
吸

煙
の
方
式
と
し
て
は
、
薬
物
を
〃
研
合
せ
交
葉
に
包
み
こ
め
て
火

を
点
じ
、
一
日
に
二
三
度
も
口
に
水
を
含
で
嗅
ぐ
べ
し
。
〃
と
い
う

方
式
の
外
に
、
線
香
の
形
に
し
た
薬
物
を
膝
前
で
薫
じ
衣
被
を
か

ぶ
っ
て
煙
を
吸
入
す
る
方
式
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
出
の
六
浦

の
田
中
病
院
で
は
前
者
の
吸
煙
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

三
重
県
津
市
の
山
路
家
に
は
「
医
方
典
」
な
る
書
が
あ
り
、
そ

の
中
に
薫
膀
方
（
薫
済
方
の
誤
記
か
）
二
方
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

処
方
は
徳
本
に
似
て
薬
物
は
多
種
に
及
ん
で
お
り
、
槙
秀
之
口

伝
と
な
っ
て
い
る
。
山
路
得
二
氏
著
の
『
医
学
の
歴
史
と
医
方
典
」

と
い
う
小
冊
子
に
よ
れ
ば
、
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
に
先
祖
の
忠

右
衛
門
が
京
都
の
半
井
家
で
医
学
を
修
め
「
医
方
典
」
を
書
い
た

と
い
う
。
こ
の
山
路
家
で
は
幕
末
に
半
井
玄
英
と
い
う
医
家
に
学

ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
が
、
半
井
玄
英
と
い
う
人
物
は
『
京
都

の
医
学
史
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

東
日
本
を
大
ま
か
に
京
都
よ
り
東
と
規
定
す
る
と
、
吸
煙
療
法

の
資
料
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
信
州
下
諏
訪
、
水
戸
、
六
浦
、
庄

内
鶴
岡
、
三
重
の
津
の
五
ヶ
所
に
あ
り
、
東
日
本
に
偏
っ
て
認
め

ら
れ
た
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
た
貸
し
、
こ
れ
は
演
者
の
調
査

が
西
日
本
に
及
ん
で
い
な
い
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

旭
憲
吉
、
皆
見
省
吾
、
岩
熊
哲
ら
の
記
載
に
よ
る
と
、
西

日
本
で
は
プ
レ
ン
キ
の
薫
蒸
療
法
が
吸
煙
療
法
よ
り
多
く
採
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。

梅
毒
特
に
晩
期
の
難
治
例
に
対
す
る
水
銀
剤
の
吸
煙
療
法
は
長

崎
伝
来
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
源
流
が
中
国
で
あ
る
の
か
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
南
蛮
で
あ
る
の
か
、
今
の

と
こ
ろ
演
者
に
は
判
断
に
役
立
つ
資
料
を
も
ち
合
せ
て
い
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
神
奈
川
地
方
会
）


